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春の訪れを感じよう 
               副校長  幸 田 達 也 
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＜中村小学校 学校教育目標＞  

○ よ く 考 え る 子 ど も 
○ さ い ご ま で や り 抜 く 子 ど も 
○ 明 る く 元 気 な 子 ど も 
◎ な か よ く 助 け 合 う 子 ど も 

  大寒が過ぎ、冬の寒さが一層身にしみるこの頃

です。校庭の木々もすっかり葉を落とし、寒さに耐

えながらじっと春を待っているようです。 

さて、「鬼は外、福は内！」元気な豆まきの声がす

る２月の節分。節分とは、季節の分かれ目を指し、

もともとは、立春、立夏、立秋、立冬の前の日を言

いました。今では、豆まきの風習が残っている２月

の立春の前の日だけを言うようになりました。立春

とは、春が立つと書きます。初めて春の気配が現れ

るという意味です。旧暦では、このころが 1 年の始

まりでもありました。まだまだ寒い日が続く時期で

すが、日差しの強さに春の訪れを感じ始めるころで

もあります。 

 節分には、昔の家庭では、柊の枝にイワシの頭を

焼いたものを刺し、門の戸に貼り付けました。季節

の変わり目には邪気(悪い気)が入りやすいとされて

いたので、それを追い払うためにこのような飾りを

付けたり、大豆の炒ったものを撒いたりしました。

今でも豆まきの風習は残っていて、皆さんのご家庭

でも行うのではないでしょうか。そして、豆まきの

後、自分の年より一つ多くの大豆を食べます。最近

では、恵方(幸運を招く方角)を向いて太巻きをまる

かじりする関西の風習も人気です。 

 「鬼は外、」皆さんは、どんな鬼を追い出したいの

でしょう。悪い鬼は早く追い出して新しい気持ちで

春を迎えたいものです。 

 このような風習の根底には、日本人の古くからの

自然に対する考え方が大きく影響しているようで

す。人間は自然界のごく一部の存在であり、自然の

営みの中で生かされているという考えのもと生活を 

していたそうです。自然への畏敬の念、畏敬とは「敬

う」という意味での尊敬や尊重と、「畏（おそ）れる」

という意味での畏怖（いふ）という面とがふくまれ

ています。自然との関わりを深く認識すれば、人間

は様々な意味で有限なものであり、自然の中で生か

されていることを自覚することができます。 
 人は、厳しい自然に直面しても、力を合わせて生

きる術を学んできたそうです。節分、立春を機に、

自然を見つめ直し、春を見付けてみてはどうでしょ

うか。 
何気なく校内の様々な場所に目を向けると、葉を

落とした木々の芽が例年より大きく膨らんでいる、

また 1 月よりも大きくなっている、そんな発見をす

ることができるかもしれません。 
 また、春の訪れをうれしく思う気持ちは、世界共

通なものでもあります。スイスのバーゼルという町

では、ファスナハトという有名なお祭りがありま

す。人々が仮装してパレードを行い、厳しい冬を追

い出し、春を迎える祭りです。道路狭しとパレード

をする人々の姿は圧巻だそうです。長い冬の後にや

ってくる春の穏やかな季節は、寒い地方の人々にと

っては、大きな喜びでしょう。 

 春はもうすぐそこまでやってきています。健康に

気を付けて 1 年のまとめである３学期を乗り切って

ください。 
 スプリンクラーの改修工事が 1 月から続いていま

す。校庭で思い切り走り回ることができない環境の

中、子供たちは安全に気を付けながら屋上を使って

工夫した楽しいゲームをしたり、中庭で鬼ごっこ、

縄跳びをしたりして過ごしています。引き続き安全

を第一に教職員みんなで子供たちを見守っていき

ますので、ご理解とご協力よろしくお願いいたしま

す。暖かい日々がやってくる頃には、子供たちの温

かい笑顔と笑い声が緑に色づいた校庭いっぱいに

広がっていることでしょう。 



２月の行事予定 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 土  

２ 日  

３ 月 ふれあい月間始 安全指導日 

幼保小交流会（1 年生） 

４ 火 入学説明会（14：15～） 

※1・2 年生 4 時間授業 

５ 水 クラブ活動１１（最終） 

６ 木 6 校時カット PTA 総会 15：30～ 

７ 金  

８ 土 
学校公開日 委員会活動 

セーフティー教室（3・4 年） 

10 歳記念イベント（4 年） 

９ 日  

１０ 月  

１１ 火 建国記念の日 

１２ 水 4 時間授業 

１３ 木 児童集会 茶道体験教室（6 年） 

１４ 金 5 時間授業 社会科見学（6 年）  

１５ 土  

１６ 日  

１７ 月 避難訓練（2 校時） 

１８ 火 社会科見学（5 年） 

１９ 水 地区班会（5 校時） 

２０ 木 代表委員会集会  

保護者会５・６年（15：00～） 

２１ 金 6 年生を送る会 

２２ 土  

２３ 日 天皇誕生日 

２４ 月 振替休日 

２５ 火 委員会活動 11（最終） 

２６ 水 4 時間授業 卒業を祝う会（6 年） 

２７ 木 地区班朝遊び 

２８ 金 保護者会３・４年（14：30～） 

ふれあい月間終 

２９ 土  

～芝生だより～ 

例年、この時期は朝晩に養生シートを開け閉めする

ことによって芝生を寒さから守っています。今年はそ

の作業ができませんが、校庭の芝生たちは 

きっと冬の寒さに耐え、春には青々とした 

姿を見せてくれることでしょう。 

３年生 社会科見学 

１月２４日（金）、３年生は初めての社会科見学へ

行ってきました。これまでに社会科で学習してきた

「農家の仕事」「練馬区の様子」「昔のくらし」につ

いて学習の理解を深めるため、ベジふるセンター・

練馬区役所・石神井公園ふるさと文化館を訪れまし

た。青果市場では、各地から早朝届いたばかりの山

のような野菜や果物の段ボールを見て、全国各地か

ら様々な物が届いていることに驚いていました。区

役所では、展望台から練馬区を一望し、自分の知っ

ている建物を大喜びで見付けていました。また、ふ

るさと文化館では、１２０年以上前に建てられた古

民家や５０年ほど前の街並みを再現した常設展を見

学しました。皆、それぞれの場所でよく話を聞き、

メモをたくさんとってよく学習できた１日でした。 

〈２月の生活目標〉 

「さむさにまけないでがんばろう」 

１月末から寒い日が続いています。スプリンクラーの工事

に伴い、１／９より休み時間は体育館や屋上を振り分けて使

用しています。子供たちは縄跳びや鬼ごっこなど、工夫して体

を動かして遊んでいます。寒さに負けず、元気に活動できるよ

う指導していきます。また、2 月は“ふれあい月間”です。子

供たちの関わりがよりあたたかいものになるよう、“みて”“き

いて”しっかり指導・助言していきます。 

 

 校内書き初め展 
１月１１日(土)～１月３１日（金） 

新学期の廊下に、全校児童が取り組んだ書き初め

がずらっと並びました。１・２年生は硬筆です。お

手本を見ながら一文字ずつ丁寧に書かれた文字は

見応えがありました。３年生以上は毛筆です。３年

「美しい心」４年「流れる星」５年「進む勇気」６

年「新たな決意」を書きました。それぞれ、昨年か

ら練習に取り組んで頑張りました。 

１月１１日の土曜授業日には、多数の保護者・地

域の方々がご覧くださり、子供たちの頑張りにたく

さんの賞賛の言葉をいただきました。 

寒くなり、ポケットに両手を入れて歩く姿が見受けられるように

なりました。両手が使えないと危険ですので、寒い日は手袋を使

用するなどご家庭でも見ていただきますようお願い致します。 


